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化学物質の内分泌かく乱作用について ～10年間のあゆみ～ 

2007年12月9日■・10日■ 日 月 会 場 会 期 

この印刷物は環境に配慮した、古紙100%再生
紙と植物性大豆インキを使用しています。 

化学物質の環境リスクに 
関する国際シンポジウム 
第10回 化学物質の内分泌かく乱作用に関する国際シンポジウム 
第6回 小児等の環境保健に関する国際シンポジウム 

参加費無料 

参加申込み締切り 
平成19年11月30日（金） 

化学物質の内分泌かく乱作用 
について～10年間のあゆみ～ 

シンポジウム 

パート1 基調講演 

海外における化学物質の 
内分泌かく乱作用に関する取組 

セッション 1～3

EUの取組 
Hans Christian Stolzenberg
ドイツ環境庁 

WHOの取組 
井上　達 
国立医薬品食品衛生研究所 

10日■ 月 

9日■ 日 
総合司会 

北野　大 
明治大学 

パネルディスカッション 

パート2 総 括 

化学物質の内分泌かく乱作用に関する 
研究について 

パネリスト 

井口　 泰泉 基礎生物学研究所 
国立医薬品食品衛生研究所 井上　　 達 

（社）日本化学工業協会 岩本　 公宏 
主婦連合会 有田　 芳子 
環境省 木村　 博承 

国内外の専門家に、化学物質の内分泌かく乱作用に関する様々な取組みや健康リスクに着目した小児等の環境保健
など、環境保健分野における最先端の研究・取り組みについて議論していただきます。 

慶應義塾大学 吉川　 肇子 

OECDの取組 
青山 博昭 
残留農薬研究所 

米国の取組 
Jim Kariya 
アメリカ合衆国EPA



9:30　 11：30 セッション1

■ コーディネーター： 井口　 泰泉 （基礎生物学研究所） 
■ 発表者： 堀口　 敏宏 （国立環境研究所） 鑪迫　 典久 （国立環境研究所） 
 岩田　 久人 （愛媛大学） Susan Jobling （イギリスブルーネル大学） 

PROGRAM ※日英同時通訳が入ります。 

化学物質の環境リスクに関する国際シンポジウム 
化学物質の内分泌かく乱作用について ～10年間のあゆみ～ 

12月9日（日） 

PROGRAM ※日英同時通訳が入ります。 12月10日(月) 

13:00　 開会式 

13:30　 16：30 シンポジウム 化学物質の内分泌かく乱作用について～10年間のあゆみ～ 
■ 総合司会：　北野　　大 （明治大学） 

パート2

井上　　達 （国立医薬品食品衛生研究所） 
青山　博昭 （残留農薬研究所） 
Jim Kariya （アメリカ合衆国EPA） 
Hans Christian Stolzenberg （ドイツ環境庁） 

・WHOの取組 
・OECDの取組 
・米国の取組 
・EUの取組 

● 総 括　化学物質の内分泌かく乱作用に関する研究について　 

● パネルディスカッション 
パネリスト： 井口　 泰泉 （基礎生物学研究所） 岩本　 公宏 （（社）日本化学工業協会） 
 井上　　 達 （国立医薬品食品衛生研究所） 有田　 芳子 （主婦連合会）  

 吉川　 肇子 （慶應義塾大学） 木村　 博承 （環境省） 

化学物質の内分泌かく乱作用に関する基礎的研究　 
野生生物と環境・水界生態系への影響 

13:30　 15：10 セッション2

■ コーディネーター： 遠山　 千春 （東京大学） 
■ 発表者： 米元　 純三 （国立環境研究所） 菅野　　 純 （国立医薬品食品衛生研究所） 
 鯉淵　 典之 （群馬大学） 

化学物質の内分泌かく乱作用に関する基礎的研究 
In Vivo / In Vitro試験系における試験研究の現況 

15:20　 18：00 セッション3

■ コーディネーター： 佐藤　　 洋 （東北大学） 
■ 発表者： 内山　 巌雄 （京都大学） James Quackenboss （アメリカ合衆国EPA） 

 岸　　 玲子 （北海道大学） Eunhee Ha （韓国梨花女子大学） 

 

小児環境保健に関する疫学調査について 

●開催概要● 
　本シンポジウムは、化学物質の内分泌かく乱作用に関する取組や健康リスクに着目した小児等の環境保健など、環境保健分野に
　おける諸課題について、国内外の正確な情報を市民、産業、行政等のすべての人が共有し、相互に意思疎通を図ることを目的とし
　て毎年開催しています。 

パート1 ● 基調講演　海外における化学物質の内分泌かく乱作用に関する取組 

FAX、ハガキでのお申込みは、氏名、住所、電話、FAX番号、参加希望日を
明記の上、下記事務局宛にお送りください。 

■参加申込み・お問い合わせ先： 
｢化学物質の環境リスクに関する国際シンポジウム｣事務局 
〒102-8481 東京都千代田区麹町5-1 弘済会館ビル6F (株)コングレ内 
TEL: 03-5216-6956  FAX: 03-5216-3115
E-mail: ed2007@congre.co.jp

■シンポジウムの内容に関するお問い合わせ先： 
環境省総合環境政策局環境保健部環境安全課 
〒100-8975 東京都千代田区霞が関1-2-2 
TEL: 03-3581-3351(内線6352)   FAX: 03-3580-3596 
E-mail: ehs@env.go.jp 
 
 
大宮ソニックシティ 
〒330-8669 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5  
TEL: 048-647-4111  URL: http://www.sonic-city.or.jp/
JR大宮駅より歩行者デッキにて直結・徒歩３分 

参加申込み方法 

シンポジウムのオフィシャルホームページから、直接お申込みください。 

http://www.congre.co.jp/ed07

会場のご案内 


